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閉　　　語　　蓑　　（21）
　選境　　　　　　　　　　　．明
1701星野や避星面の如き廣さのあるものの像は望月鏡の禦一面を作る．
1702　太陽系全罷の構造上の一種の卒均不動Zi～面，ラプラ1スが力學土に登回した．
1703軌道は一此面をなすもので，之れの弓懸は二要素（傾斜と交F1占の黄経と）で表はす．
1704　卯酉線が一一ZFthをなすことは容易に垣解し得る．
1705天懇や其の軌道を示す揚含に基準とする李面．欄干面，赤道面，黄道面，銀河面など
1706天球に賦して切濡する不酊．二重星の軌道を言ふ場合などに用ゐられる・
1707垂直線を含む亭面．子午面，卯酉面などは一例である．
王708　基準面に饗して傾いてみる李面．一雨に星の毒婦面は負1道に謝して傾いて織る．
1709　天球上の星の繕葦度（特に赤経と赤緯と）を言ふ言葉．．
171⑪観測したまtSの赤終赤緯．鄭ち，歳差章動光冠覗芽急、、固有艦載等を含むもの．
1711赤維赤緯を，計算上から得たもの1
1712　歳差と固有運動とのみを含む位置で，章動と光差と覗差とを除いたもの．
エ713恒星の赤輕と赤緯，略して軍にPlaceとも言ふ・
1714・太陽に直島する天離で，軌道面の傾斜も離心傘も小さいのが原則である・
1715天王星，海王星，冥王屋の如き遠い遊星を言ふ．
1716　巨大な形の遊星．木星と土星が景も著しいが，天王星と海王星とを含んでも宜い，
1717　占差寄土の術語で，地球よbも下位にある金星と水黙を指す．天丈學にも用みる語
1718．水星の軌道よ．りも内部にある未知遊星，ルゴリエが提案したが，恐らく在るまい．
1719地球よりも内部の遊星．師ち金星と水星．將來若干の小遊星が見つかるかも知れぬ
71720水金地火木馬天海の八星．小遊星に封ずる語・冥王星は含まない方が宜かろう．
1721形の小さい遊星で，多くは火星と木星との間を自動してみる．冥王星も此の類が？
1722地球よbも大きい軌滋の星．、9Pち火星と其れ以毒の大小遊星全部を言ふ．
1723撮動作用を他に及ぼす遊星．勿論これは問題によるので何れの遊星も搬動を起し得
1724　占星斗上の術語で火木土の諸星を言ふn近年の占星家は天海雨星をも之に加へる。
1725地球に似た星．即ち水星金星火星（地球も勿論萎れに含まれる）の如きを言ふ．
1726海王星より遠い星．前世紀以來待望されてるるが，冥王星は此の一つである。
1727小遊星中，木星と殆んど同じ穿均運動のもの．今十藪個知られてみる．
’1728海王星を超える外方に今尚知られてみない遊星が澤山あるかも知れない．
1729遊星運行を示す模型。昔から種々あるが，近年ツァイス証製作めものが最も優弓・
ユ730　小遊星の別名であるが，今は殆んど用ゐられない．
1731重りを下げた糸の線。各地で殆ど一・定方向であるが，月の引力によb微動する．
ユ732．地球楕泣面への垂直線と鉛直線．と⑳傾斜角．地下の構造により20”以上に達するあり
1733　ものの多種多檬性。星歎の多いこと，宇宙關關の時から星は多かつナ＝との説もある
1734天球面上に於ける幾何學的な貼．昔しは星も黙と考へた．』
．1735　卯酉線と地ZF線との交はり，春分や秋分には此の黙から太陽が昇る．
ユ736子午線と地鳴線との交はり．地上測量のための重要な基準となる四四．
1737子午線と地午線との交はりで，北監の正反封にある．之も測量術上の重要鮎である
？738　卯酉線と里馬線との交黙で，春分や秋分には此の黙で太陽が地下に浸する・
173g　束四と西黙と南貼と北黙との三番である．
1740太陽を天頂に眺め得る土地，日蝕の時などに観測上の壬要性がある．
1741滴る星を天頂に眺め得る土地。
1742物の集中する黙、例へば光が集中する草隠の如きもの．叉ヒヤデジ「運動は集中する
1743　1軍動の始まる鰍
1744遊星が停留する黙．
1745　星像が清えるやうに見える貼の難置を器械の尺度で計った鴨．
1746　ものさしの零黙，
ユ747北極星を鯨する大熊座アベ両三又オリオンの三つ星はシリウスの｝旨示星である
1748．]遠鏡や其他の器械器具等を目的物（星など）に正しく向けること・
1749一つの圓に勤して極といふ鮎が二つある。幾何學で認められてみる・
1750天の赤道の雨極地球上の北牛球から獣北極か見え，南孕球からは南極が見える・
